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Next is us
日体魂を受け継ぐ者

2020年に向けて、

日体大から世界のすべての人 へ々

スポーツの魅力と平和への願いをつないでいく。
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「動」
▷平成最後の年が始まった。皆さんはこの時

代の節目にどのような目標を立てているだろ

うか。この30年の間に、スマートフォンが必

需品となり、情報が国境を越えて飛び交い、

時代の動きは飛躍的に加速している。

▷これからの時代は、技術の進化を享受しつ

つ、さらにそれによって山積する諸問題の解

決に挑んでいく時代となるであろう。時代は

いかに変わろうとも中心にあるのは「人」で

ある。健康のため、多様な人々との共生の

ため、本学やOB・OGが地域と連携し、力

を注いでいる。

▷一人ひとりの一歩は小さいかもしれない

が、仲間と、同窓生と、日体ファミリーと、

歩みを合わせることによって大きな動きとな

る。10年後、20年後、現在と断絶的に変

化するであろう新時代に、中核として世の中

を動かすのは皆さんである。今こそ、勇気

をもって、一歩を踏み出していきたい。高み

を目指す情熱に満ち溢れた日体生には「動」

の文字がふさわしい。
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平成の時代の目覚ましい社会や技術の変化を受
け止め、日体大は着実に進化を遂げてきた。
進化のキーワードの一つは「教育・研究領域の広
がり・深化」である。スポーツへの多様な期待に応え
て、「身体に纏わる文化と科学の総合大学」を標榜
し、改革に取り組んできた。平成25年に児童スポー
ツ教育学部（児童スポーツ教育学科）、平成26年に
保健医療学部（整復医療学科・救急医療学科）、平成
29年にはスポーツ文化学部（武道教育学科・スポー
ツ国際学科）、平成30年にはスポーツマネジメント学
部（スポーツマネジメント学科・スポーツライフマネ
ジメント学科）を開設した。大学院においては、平成
10年に体育科学研究科博士（前期・後期）課程を開
設。さらに、平成23年に博士前期課程に「体育実践学
コース」「体育科学コース」、平成29年に教育学研究
科実践教科教育学専攻博士(前期・後期)課程、平成
30年には体育科学研究科コーチング学専攻博士（前
期・後期）課程、保健医療学研究科保健医療学専攻
修士課程を設置し、研究体制の充実を図っている。
二つ目は「教育環境の整備」である。平成19年に
着工された東京・世田谷キャンパス再開発工事は、
平成24年に第3期工事の竣工をもって完成をみた。
様変わりしたキャンパスを驚きの目で眺めた諸先輩
も多いだろう。このほか競技施設の整備が進められ
ていった。
「つながり」も平成を象徴するキーワードだ。諸外
国の大学・教育機関・スポーツ団体との交流協定の
締結、国内の地方自治体との連携協定や社会貢献も
積極的に推進してきた。JICAボランティア等をはじ
め、国際交流、国際平和・貢献活動に多くの学生が取
り組むようになった。
そして、言うまでもなく2020年の東京オリンピック・
パラリンピックに向けた「競技力強化」である。平成
10年に開設された「スポーツ局」、平成27年に本格
始動したNASS（日体大アスリートサポートシステム）
の実績のもと、平成29年に革新的な体制である「日
本体育大学アスレティックデパートメント」が発足。
2020年の「本学学生及び卒業生を合わせた70名の
オリンピアン・パラリンピアンの輩出」を目指す。
日体ファミリーが一つになって、新しい時代を切り
開いていかなければならない。

「開かれた大学」を象徴する東京・世田谷キャンパス パラアスリートの育成も進んだ

日
体
大
と
平
成

Nittai   
   Story
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ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ア
セ
ン
タ
ー
の
特
色
、

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
〝
キ
ュ
ア
〟
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ア
セ
ン
タ
ー

は
平
成
27
年
10
月
27
日
に
、
保
健
医
療
学
部
附
属
臨
床
実
習
施
設

と
し
て
開
院
し
ま
し
た
。
整
復
医
療
学
科
の
臨
床
実
習
の
場
と
し
て

誕
生
し
、
横
浜
・
健
志
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
心
部
に
あ
る
こ
と
か
ら
患

者
さ
ん
の
約
9
割
が
日
体
大
生
で
す
。
柔
道
整
復
師
の
資
格
を
取
得

し
て
、
将
来
、
ス
ポ
ー
ツ
に
医
療
の
立
場
か
ら
貢
献
し
た
い
と
考
え

る
学
生
に
と
っ
て
は
他
の
養
成
施
設
と
は
一
線
を
画
す
る
臨
床
実
習

施
設
と
言
え
ま
す
。
一
方
、
学
友
会
等
で
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
日
体
大
生
に
と
っ
て
は
、
身
近
に
あ
っ
て
い
つ
で
も
治
療
が
受
け

ら
れ
る
施
設
で
あ
り
、
安
心
し
て
全
力
で
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
ま
す
。
超
音
波
観
察
装
置
な
ど
の
評
価
機
器
、
最
新
の
治

療
機
器
を
備
え
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
復
帰
の
た
め
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
・
機
器
も
備
え
、
競
技
特
性
を
考
慮
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
や
ケ
ガ
の
再
発
予
防
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
ケ
ガ
の
応

急
手
当
か
ら
競
技
復
帰
、
再
発
予
防
の
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
提
供

し
て
い
る
こ
と
が
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
そ
し
て
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
治
療
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
般
の
患
者
さ
ん
に
還
元
し
、
現
在
で
は

健
康
寿
命
の
延
長
に
取
り
組
む
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
状
況
や
患
者
さ
ん
の

反
応
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

開
院
し
て
約
2
年
半
の
平
成
30
年
5
月
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ア

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
患
者
さ
ん
は
2,
5
0
0
名
を
超

え
、
ま
も
な
く
3,
0
0
0
名
に
達
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
患

者
さ
ん
に
来
院
し
て
い
た
だ
け
る
背
景
に
は
、
日
々
の
診
療
、
運
営

に
携
わ
っ
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の
日
々
の
努
力
と
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
臨

床
実
習
と
は
別
に
、
整
復
医
療
学
科
の
学
生
の
う
ち
、
試
験
で
選
抜

さ
れ
た
学
生
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
研
修
生
と
し
て
業
務
の
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
学
生
を
含
め
、
毎
週
欠
か
さ
ず
勉
強
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
注
意
を
要
す
る

患
者
さ
ん
の
状
態
等
に
つ
い
て
、
全
ス
タ
ッ
フ
が
情
報
共
有
す
る
た
め

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
毎
週
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

意
識
の
高
い
ス
タ
ッ
フ
が
医
療
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
評
価

は
と
て
も
高
く
、
一
度
受
診
し
た
患
者
さ
ん
は
、
ま
た
負
傷
し
た
際

に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
再
度
キ
ュ
ア
セ
ン
タ
ー
を
受
診
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。今

後
の
抱
負
や
地
域
・
患
者
様
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
開
院
当
初
に
3
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
掲
げ
ま
し
た
。
①
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
発
展
に
柔
道
整
復
で
貢
献

し
ま
す
。
②
地
域
の
人
々
の
健
康
に
寄
与
し
ま
す
。
③
日
体
大
フ
ァ

ミ
リ
ー
に
貢
献
し
ま
す
。
こ
の
3
つ
で
す
。
ま
ず
①
に
つ
い
て
、
日
本

の
伝
統
医
療
で
あ
る
柔
道
整
復
は
、
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

と
の
関
係
は
強
く
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
治
療
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
治
療
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
は

毎
年
、
関
連
学
会
で
徒
手
検
査
や
各
種
治
療
法
等
の
治
療
効
果
に
つ

い
て
の
研
究
発
表
を
行
っ
て
い
ま
す
。
②
に
つ
い
て
は
、
健
康
運
動
教

室
を
展
開
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
と
29
年
度
は
地
域
の
中
高
齢
者

を
対
象
と
し
て
年
2
回
、健
康
運
動
教
室（「
膝
痛
さ
よ
う
な
ら
体
操
」

等
）を
開
催
し
、
平
成
30
年
度
は
小
学
生
低
学
年
を
対
象
と
し
て
年

９
回（
め
ざ
せ
！
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
）開
催
し
ま
し
た
。
2
0
1
9

年
度
は
、「
め
ざ
せ
！
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
」
を
継
続
し
て
開
催
し
、

さ
ら
に
中
高
齢
者
向
け
の
「
膝
痛
さ
よ
う
な
ら
体
操
」
と
「
腰
痛
さ

よ
う
な
ら
体
操
」
を
実
施
予
定
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
実
は
、

松
浪
健
四
郎
理
事
長
が
と
あ
る
講
演
の
中
で
述
べ
ら
れ
た
「
こ
ど
も

に
夢
を
、
高
齢
者
に
健
康
を
」
の
言
葉
を
受
け
て
具
現
化
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ
フ
も
成
長
し
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
に
、

日
体
大
生
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
接
骨
院
に
な
る
た
め
に
努
力
を
惜
し

ま
ず
、
成
長
し
続
け
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ
き
、

そ
の
感
想
、
ご
意
見
を
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

ス ポ ー ツ キュア セ ンタ ー
～
ケ
ガ
の
応
急
手
当
か
ら
競
技
復
帰
、
再
発
防
止
を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
～

日
本
体
育
大
学
　
ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ア
セ
ン
タ
ー
　
横
浜
・
健
志
台
接
骨
院

平
成
27
年
10
月
の
開
院
以
来
、
日
体
大
の
ア
ス
リ
ー
ト
や
地
域
の
人
々
の
競
技
活
動
や
日
常
生
活
を
支
え
て
き
た
「
日
本
体
育
大
学
　
ス
ポ
ー
ツ
キ
ュ
ア
セ
ン
タ
ー
　
横
浜
・
健
志
台
接
骨
院
」。
接
骨
院
や
整
形
外
科
で
の
臨
床
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
施
術
と
、
最
新
の
機
器
を
備
え
た
環
境
に
よ
り
、
質
の
高
い
治
療
・
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
や
中
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
地
域
貢
献
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
皆
様
、
日
体
大
の
ア
ス
リ
ー
ト
の

身
近
な
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

伊藤　譲  教授　

日本体育大学　スポーツキュアセ
ンター横浜・健志台接骨院　院長
日本体育大学保健医療学部整復
医療学科　学科長
大阪医科大学大学院医学研究科
修了・博士（医学）
柔道整復師，はり師，きゅう師，
日 本 ス ポ ー ツ 協 会 公 認 アスレ
ティックトレーナー
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ス ポ ー ツ キュア セ ンタ ー

日本体育大学　
スポーツキュアセンター横浜・健志台接骨院とは

スポーツによるケガや関節、筋の痛みの治療を専門とするスタッフが治

療に当たります。また、最新の評価・治療機器、運動療法機器を備え

ており、ケガの応急手当からスポーツや日常生活への復帰、再発防止

までトータルサポートを提供いたします。スポーツ・健康をサポートす

る新拠点として、誰でも利用できます。ケガの痛み、ケガの予防でお困

りの際は是非当院を活用してください。

こんなときは…

・転倒して手首を痛めた。

・ボールが当たり、打撲した。

・短距離走で肉ばなれした。

・重たい物を持ち上げて、腰を痛めた。

・競技中、タックルをされて膝を痛めた。

・交通事故による痛み　など

受けることができる治療・サポート

＜保険適用＞
保険適応の疾患は、原因がはっきりとした概ね1週間以内のケガです。

保険適応の可否については来院された際にお尋ねください。保険適応

時の自己負担額(窓口で払う金額)は、初回約1,500円(初診料含む)、2

回目以降約500円です。
※自己負担額は治療部位数、回数により異なります。

・骨折・脱臼
 超音波観察装置を用いて判断し、整

復(骨を元の位置に戻す)。患者さん

のニーズに合わせた病院を紹介しま

す。

・打撲・捻挫
 ケガの程度を確認し、適切な対応を

行います。重度のものは固定を行い

ます。

・挫傷(肉ばなれ)
 筋肉の損傷度を確認し、治療を行い

ます。再発防止のためのリハビリテー 

ションを行いま す。

・事故・労災
 仕事中のケガや通勤中のケガ、交通

事故や労働災害の場合は、自賠責保

険や任意保険適応可能です。

＜自費治療＞
・高周波　￥600（保険治療に追加の場合は　￥200-）

・電気治療　各￥500（低周波、中周波、干渉波、超音波）

・テーピングのみ　１部位につき￥200～（部位によって異なります。）
※ 料金（保険、自費）の詳細はスタッフにお尋ねください。

＜パーソナルトレーニング指導＞
自分自身のカラダを評価するための評価機器も充

実し、一人ひとりにあったトレーニングプログラム

を提供します（要電話予約）。

 

利用案内

最新情報はホームページを参照してください。　

https://www.facebook.com/nssu.scc/

※急患は早朝・深夜を除き随時受付します。
※大学行事日、祝日の診療については問い合わせください。

▪️場　　　所／ 横浜・健志台キャンパス3号館1階
▪️問い合わせ／ 日本体育大学　
　　　　　　　 スポーツキュアセンター横浜・健志台接骨院
 Mail : info-scc@nittai.ac.jp　
 電話：045-479-6262　FAX：045-479-5353

初回料金（90分間） 2回目以降（60分）
学　生 ¥2,000 ¥500
一　般 ¥5,000 ¥1,000

　曜日
受付　　

月 火 水 木 金 土・日・祝

9：00
～

20：30
〇 〇 〇 〇 〇

10：00
～

16：00

健康・スポーツを支える最前線Special Contents 

［概要］日本体育大学　スポーツキュアセンター横浜・健志台接骨院

＜さようなら体操＞
地域の方や、スポーツを行ってい

る方、痛みに悩んでいる方を対象

に、痛みの改善を目的としたご自

宅でもできる体操を行います。

＜めざせ！トップアスリート＞
キッズからできるケガの予防・ト

レーニング・栄養管理を学び、将

来のオリンピック選手やプロスポー

ツ選手を目指すキッズをサポートし

ます。

公開講座
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日本 体 育 大  学クリニック
～
ア
ス
リ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
の
健
康
・
命
を
支
え
る
新
拠
点
～

日
本
体
育
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク

平
成
30
年
12
月
、
日
本
体
育
大
学
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
院
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
怪
我
の
治
療
、
予
防
・
ア
ド
バ
イ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
本
学
学
生
・
関
係
者
を
は
じ
め
地
域
住
民
の
方
々
も
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
起
因
し
な
い
怪
我
や
病
気
の
診
断
・

治
療
も
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
将
来
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
外
傷
、
障
害
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
、
外
傷
、
障
害
の
原
因（
危
険
因
子
）を
発
見
し
怪
我
の
予
防
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
も
目
指
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平沼  憲治  教授
日本体育大学クリニック院長
日本体育大学保健医療学部    学部長
産業医科大学医学部卒業・博士（医学）
日本スポーツ協会公認スポーツドク
ター、日本整形外科学会認定スポー
ツ医、日本整形外科医学会整形外科
専門医

最
新
の
設
備
、
経
験
豊
富
な
専
門
医
の

診
療
で
、
安
心
し
て
利
用
頂
け
ま
す

Q1Q2

Q3

日
体
大
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
立
の
背
景
や

ね
ら
い
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　

日
体
大
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
学
生
の
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
目
的
と
し

て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
が
安
心
し
て
部
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
、

又
授
業
を
休
ま
ず
に
受
診
で
き
る
よ
う
に
夕
方
の
時
間
帯
に
診
療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科
、
外
科
で
は
部
活
動
中
の
怪
我
の
対
応

が
で
き
ま
す
し
、
内
科
で
は
病
気
の
診
断
・
治
療
の
ほ
か
４
月
の
定
期

健
康
診
断
後
の
２
次
検
診
に
も
対
応
致
し
ま
す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
最

新
の
医
療
機
器
を
導
入
し
て
お
り
、
各
診
療
科
の
専
門
医（
本
学
教
員
）

が
、
親
切
丁
寧
に
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
御
利
用

く
だ
さ
い
。日

体
大
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
特
徴
や
今
後
の

構
想
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
経
験
豊
富
な
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
が
診
療
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
・
障
害
の
診
断
・
治

療
お
よ
び
再
発
予
防
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
内

科
で
は
、
心
肺
機
能
の
精
査（
負
荷
心
電
図
等
）を
行
う
こ
と
が
で
き
、

突
然
死
の
予
防
に
努
め
ま
す
。
ま
た
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
日
常
注
意

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ド
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
熟
知
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が

揃
っ
て
い
る
の
で
そ
の
点
も
安
心
で
す
。
将
来
的
に
は
、
地
域
住
民
を
対

象
に
ス
ポ
ー
ツ
ド
ッ
ク（
健
診
）も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
体
大
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ア
ピ
ー
ル
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
保
険
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
学
生
・
教
職

員
・
地
域
住
民
の
皆
様
に
ご
利

用
し
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
怪
我
・

疾
患
以
外
の
一
般
診
療
も
行
っ
て

お
り
ま
す
。
各
種
予
防
接
種
、

健
康
診
断
、骨
密
度
検
査
も
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
学
生
・
教
職
員
・
地
域

住
民
の
皆
様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
、

愛
さ
れ
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
目
指

し
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
力
を
合
わ
せ

て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

御
理
解
御
協
力
頂
き
た
く
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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日本 体 育 大  学クリニック

［概要］日本体育大学クリニック

医 師 紹 介

曜日 月 火 水 木 金 土・日・祝

診療科
整形
外科

内科・
外科

第1・3・5週
整形外科 内科・

外科
整形
外科

休診日
第2・4週

内科・外科

診療科 16:00~19:00（受付開始15:30）

健康・スポーツを支える最前線Special Contents 

本学学生・教職員、地域住民の方々をはじめ、どなたでもご利用いただけます。スポーツに起因しない怪我や病気も受診できます。

※上記休診日の他、以下の休業があります。
夏季休業（8月中に1週間）　開学記念日休業（9/20）　冬季休業（12/28～1/5）
その他本学の諸行事等に伴う臨時休業

＜診療案内＞
整形外科 （一般整形外科，スポーツ整形外科）
内科 （一般内科，循環器内科，スポーツ内科）
外科 （一般外科）

＜ご利用いただく皆様へ＞
・お会計（支払い）は現金のみのお取り扱いとなります。
・予防接種・抗体価検査／内科診療日で取り扱います。（予約制）
・駐車場／大学構内の駐車場はご利用いただけません。（公共交通機関をご利用ください）

＜診療科・診療時間＞ ＜利用案内＞
最新情報はホームページを参照してください。
https://www.nittai.ac.jp/about/facility/scc-nssuc/clinic.html

▪️場　　　所／ 東京・世田谷キャンパス教育研究棟1街区Ｇ階
▪️問い合わせ／ 日本体育大学クリニック
 電話:03-5706-0929 　FAX:03-5706-0938

〇診療にあたり、特に力を入れたい
ことや心がけたいこと
スポーツ整形外科医として培ってきた技術と

知識、そしてスポーツ現場での経験を活か

して、多岐にわたる選手や患者さんのニー

ズに応えられるように、薬だけに頼らず、医

科学的エビデンスに基づいて、確かな診断、

確かな適応、確かな治療を目指します。最

近では超音波画像診断装置を使用して診断

と治療を行っています。

〇受診や利用にあたって留意してほしいこと
根性論の時代は終わったことに早く気付くこと。またインターネットなど情

報過多の時代なので、何が正しく何が正しくないかを見極めることです。

何事も早期発見早期治療が大事。怪我の治療やケアなどで分からない事

があったら、こじらせる前に早めに受診してください。その方が、逆に治癒

まで時間がかからないことが多いです。

〇メッセージ
最新の機器も駆使しながら、「確かな診断、確かな適応、確かな治療」を

行い、一人一人の多種多様なニーズに合うベストな治療方針を選択し、早

期復帰へ向けて、全力で復帰までサポートいたします。

〇診療にあたり、特に力を入れたい
ことや心がけたいこと
内科診療では循環器疾患の専門的診療や

スポーツ医学的な診療に力を入れ、アスリー

トがドーピングコントロールに関して困るこ

となく診療や処方を受けられるようにしたい

と思います。また、学生の健康診断におけ

る二次検診について対応することで、授業

や部活への影響を最小限にとどめられるよ

うにしたいと思っています。

〇受診や利用にあたって留意してほしいこと
内科として診療していますが、元々は外科専門医で心臓血管外科を専門と

しており、外科救急で長く定期的に診療もしていましたので、緊急事態に

関しては幅広く対応可能です。受診するべきか迷ったら一度クリニックに問

い合わせをしてみてください。

〇メッセージ
通常の内科診療や、けがなどの一般外科診療はもちろんのこと、循環器疾

患の専門的診療やスポーツ医学的な診療にも対応いたします。スポーツ医

学診療は、トップアスリートだけでなく、一般向けの生活習慣病への運動

処方まで幅広く行いますので、お気軽に受診してください。

清水 勇樹（しみず　ゆうき）整形外科
日本体育大学　保健医療学部　整復医療学科　准教授
産業医科大学大学院医学研究科障害機構系専攻博士課程
博士（医学）／日本整形外科学会専門医／日本スポーツ協会公認スポーツドクター／日本整形外
科認定スポーツ医／産業医科大学産業医学基本講座修了認定
おもな経歴：産業医科大学若松病院　整形外科　助教／AR-Ex尾山台整形外科／ユニバーシ
アード2009　サッカー男子代表　チームドクター／全日本大学サッカー連盟 医事委員／横浜F
マリノス　チームドクター

遠藤　直哉（えんどう　なおや）内科・外科
日本体育大学　保健医療学部　救急医療学科　准教授
日本医科大学　医学部　医学科／早稲田大学　スポーツ科学研究科　博士後期課程
博士（スポーツ科学）／日本外科学会専門医／日本スポーツ協会公認スポーツドクター
おもな職歴：日本医科大学武蔵小杉病院　心臓血管・呼吸器・乳腺内分泌外科　助教／国立
スポーツ科学センター　スポーツクリニック／日本オリンピック委員会　医科学専門部会部門員
／日本水泳連盟　医事医員

清水 勇樹先生 遠藤直哉先生

スポーツ障害・スポーツ外傷のスペシャリスト 外科救急から生活習慣病の運動処方まで幅広く対応
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ス
ポ
ー
ツ
救
急
を
ひ
も
と
く
②

第2回

マラソン大会における
救護対応システム

　今号ではマラソン等の長距離走におけるスポーツ救急について紹介します。

日体大が第一回から協力してきた青葉区民マラソンにおける救護対応システムについて、

さらにマラソン大会においてスポーツ救急がどうあるべきか、そしてマラソン大会などを開催する際の

留意点などを、事例や現場経験などを踏まえて、3人の専門家の先生に解説していただきます。

メッセージ

マラソン大会は多くの人が参加するため、心肺停止、低体温症、

転倒などによるケガとスポーツ救急が必要な事態が起こることが予

測されます。もちろん、ランナーが参加前から十分準備していれ

ば何も起こらない可能性もあります。しかし、何もしていない場合、

もし何か起きた場合、後手後手の対応になり最悪の場合、助かる

命も救えなくなることも考えられます。そういう悲劇を起こさないた

めにも、スポーツ救急ではしっかりした準備、予測が必要です。さ

らに、心肺蘇生法などのスポーツ救急での初動は専門家だけがで

きればいいというものではありません。多くの人がスポーツ救急の

ことを知り、もしもに備える知識が当たり前のことになることを心か

ら願っています。

【プロフィール】 
ナビゲーター 

鈴木  健介 （すずき  けんすけ） 

日本体育大学 保健医療学部 救急医療
学科 准教授
1984年、東京都生まれ。日本医科大学
博士課程修了。救急救命士・博士（医
学）。2015年に日本体育大学保健医
療学部助教、2018年に准教授に就任
し、現在に至る。現在も日本医科大学
多摩永山病院 救急救命センターで救
急救命士として命をつなぐ現場に従
事する。

【プロフィール】 

小倉  勝弘 （おぐら  かつひろ） 

日本体育大学 保健医療学部 救急医療
学科
救急救命専門指導教員
1978年、埼玉県生まれ。救急救命士・
防災士。気管挿管・薬剤投与・処置拡
大２項目認定救命士。大手通信企業で
の勤務経験も有し、川口市消防局で消
防隊員、救急隊員、救急隊管理業務を
経て2018年4月より現職。

【プロフィール】 

原田　諭 （はらだ  さとし）

日本体育大学 保健医療学部 救急医療
学科
救急救命専門指導教員
1976年、山口県生まれ。救急救命士・
防災士。指導救命士、気管挿管・薬剤
投与・処置拡大２項目認定救命士。山
口市消防本部で勤務し、消防大学校で
の各種専門研修、山口県消防学校の
教官を経て2018年4月より現職。
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スポーツ救急をひもとく②Special Contents 

第
５
回
青
葉
区
民
マ
ラ
ソ
ン
で
の

ス
ポ
ー
ツ
救
急
へ
の
準
備
と
報
告

鈴
木　

日
体
大
の
救
急
医
療
学
科
が
開
設
さ
れ
た
年
に
、
青
葉
区

民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。日
体
大
は
以
前
か
ら
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
る
横
浜
市
青
葉
区
と
連
携
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
活
動
を
通

じ
た
経
験
と
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
青
葉
区

か
ら
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
救
護
体
制
を
つ
く
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ほ
し

い
と
の
依
頼
で
第
１
回
目
か
ら
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
マ

ラ
ソ
ン
大
会
を
行
う
に
し
て
も
、
救
護
体
制
が
し
っ
か
り
し
て
い
な

い
と
、
大
会
の
安
心
安
全
が
担
保
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
意
味
で

も
お
互
い
に
い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
第
１
回
は
学

科
が
で
き
た
ば
か
り
で
マ
ン
パ
ワ
ー
が
限
ら
れ
て
い
て
、
機
材
も
少

な
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
た
め
少
し
ず
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
、
機

材
も
増
え
５
回
を
迎
え
ま
し
た
。

原
田　

ス
ポ
ー
ツ
救
急
で
は
私
た
ち
が
前
面
に
出
て
活
躍
す
る
と
い

う
の
は
、
緊
急
事
態
が
起
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
あ
ま
り
い

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
し
っ

か
り
し
た
準
備
は
絶
対
必
要
で
、
準
備
が

で
き
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ラ
ン
ナ
ー
は
安

心
し
て
参
加
で
き
る
の
で
す
。

鈴
木　

今
回
の
第
５
回
は
日
体
大
で
購

入
し
た
救
急
車
を
は
じ
め
て
出
動
さ
せ
ま

し
た
。
救
急
車
は
ラ
ン
ナ
ー
の
一
番
後
ろ

を
走
り
、
緊
急
事
態
に
備
え
ま
し
た
。
ま

た
、
I
C
T
（
※
１
）
を
使
い
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
上
で
待
機
し
、
救
護
が
必
要
な
人
が

発
生
し
た
場
合
、
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
処
置

を
行
う
B
L
S
（
※
２
）
隊
と
、
A
E
D
を

持
っ
て
自
転
車
に
乗
り
ラ

ン
ナ
ー
と
並
走
す
る
モ
バ

イ
ル
A
E
D
隊
を
沿
道

に
配
置
し
、
さ
ら
に
彼

ら
が
ど
こ
に
い
る
の
か
を

G
o
o
g
l
e 

m
a
p
の

位
置
情
報
を
使
い
本
部

で
共
有
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も

見
守
り
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
現
場
の
状
況
を
映
像
で
伝
送
す
る
し

く
み
も
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
緊
急
事
態
が
起
き
た
場
合
、
ど

こ
で
起
き
た
か
の
場
所
の
特
定
、
誰
が
一
番
近
く
に
い
て
最
短
で
到

着
で
き
る
か
、
そ
し
て
現
場
が
ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
が
、
短
時

間
で
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
救
急
で

は
で
き
る
だ
け
早
く
対
応
で
き
る
か
が
、
そ
し
て
、
そ
の
人
の
命
が

助
か
る
か
、
ま
た
助
か
っ
た
場
合
に
後
遺
症
が
残
ら
な
い
か
が
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
今
回
は
現
時
点
で
は
万
全
の
体

制
で
臨
め
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

小
倉　

大
学
は
教
育
機
関
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
青
葉
マ
ラ
ソ
ン
へ

の
協
力
は
学
生
教
育
の
一
環
で
あ
り
、
実
習
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
で
は
学
生
が
積
極
的
に
関
わ
り
、
そ
し
て
自
主
的
に
行
動
し

て
く
れ
た
の
は
大
き
な
成
果
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
幸
い
に
し
て
大

き
な
事
故
は
起
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
場
に
立
っ
て
行
動
し
た
こ

と
で
、
次
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、
今
回
の
よ
う
に
行
動

で
き
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
救
急
を
現
場
で
実
施
で

き
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
使
命
な
の
で
す
。

TOPICS①

 第5回 青葉区民マラソン

●️開催日：平成30年11月25日（日）

●️申込者数：973名

●️天候：晴れ　気温：最高13.3℃ 最低4.9℃　湿度：65％

●️救護活動内容：学生50名（大学院生含）、教職員8名、卒業生1名が参加し救

護にあたった

・BLS隊（1隊2名）：コース上に16隊のBLS隊を配置し、各活動範囲内の監視、

および傷病者発生時における応急処置、記録等を行った。

・モバイルAED隊（救急救命士1名、学生1名）：AEDやバイタル資器材を持っ

て自転車に乗り、コース上を巡回。BLS隊と協力し、傷病者の救護にあたる。

・N-DMAT：日体大独自の救急車が最後尾から追走しコースを巡回。重症傷

病者発生時に応急処置や救護所までの搬送を担う。

（※1）ICT／情報通信技術。PCだけでなくスマートフォンやスマートスピーカーなど、さまざまな形状のコンピュータを使った情報処理や通信技術の総称。 
（※2）BLS／一次救命処置。呼吸が止まり、心臓も動いていないと見られる人の救命へのチャンスを維持するため、特殊な器具や医薬品を用いずに行う救命処置。
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マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
の
ス
ポ
ー
ツ
救
急
の
可
能
性

鈴
木　

日
体
大
救
急
医
療

チ
ー
ム
は
、
青
葉
区
民
マ

ラ
ソ
ン
に
第
１
回
か
ら
協
力

し
て
い
ま
す
が
、
参
加
者
の

方
々
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
大
会
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
と
て
も
手
厚

い
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
の
で
安

心
し
て
参
加
で
き
た
と
い
う

声
も
あ
り
ま
し
た
。
大
会
が

行
わ
れ
た
青
葉
区
の
消
防
と

の
関
係
も
良
好
で
、「
マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
お
け
る
救
護
対

応
シ
ス
テ
ム
」
は
す
ご
く
い

い
で
す
と
も
言
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
は
救
護
対

応
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
消
防

か
ら
の
助
言
を
い
た
だ
き
、

よ
り
よ
い
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
倉　

私
は
当
日
、
救
急
車
で
最
終
ラ
ン
ナ
ー
の
後
方
を
走
行
し

て
い
た
の
で
す
が
、
沿
道
で
応
援
し
て
い
た
方
か
ら
ラ
ン
ナ
ー
で
も

な
い
私
た
ち
に
「
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど

と
お
声
も
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
青
葉
区
の
住
民
の
皆

様
が
注
目
し
、
期
待
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
証
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

救
急
に
対
し
た
対
応
を
し
っ
か
り
と
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と
理
解
し

ま
し
た
。
今
後
も
参
加
し
て
い
る
人
だ
け
で
は
な
く
、
沿
道
で
応
援

し
て
い
る
人
に
も
安
心
安
全
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。

原
田　

私
が
か
つ
て
消
防
で
仕
事
を
し
て
い
た
経
験
に
照
ら
し
て

も
、
非
常
に
質
の
高
い
準
備
と
対
策
を
し
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
消
防
と
民
間
の
大
学
が
こ
こ
ま
で
連
携
で
き
る
例
も
な
か
な
か

な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
あ
る
か
ら
連
携
し
た

と
い
う
の
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら
の
密
接
な
関
係
が
あ
っ
て
か
ら
こ

そ
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
地
域
の
安
心
安
全
、
そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ

救
急
の
質
を
高
め
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

小
倉　

第
５
回
で
は
救
急
車
の
稼
働
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
初
め
て

の
試
み
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
課
題
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

市
民
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
は
参
加
す
る
ラ
ン
ナ
ー
の
速
度
が
大
き
く
異

な
り
ま
す
の
で
、
ラ
ン
ナ
ー
の
列
は
長
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

動
き
に
あ
わ
せ
て
帯
同
す
る
モ
バ
イ
ル
Ａ
Ｅ
Ｄ
隊
な
ど
が
ラ
ン
ナ
ー

の
波
に
あ
わ
せ
て
移
動
し
た
こ
と
に
よ

り
空
白
エ
リ
ア
が
で
き
て
し
ま
い
ま
し

た
。
今
後
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
カ

バ
ー
す
る
か
が
課
題
の
一
つ
で
す
。

鈴
木　

今
回
救
護
本
部
を
日
体
大
が

担
当
し
た
の
で
す
が
、
通
常
の
テ
ン
ト

は
た
だ
屋
根
が
あ
る
だ
け
の
も
の
で
ス

ポ
ー
ツ
救
急
の
面
で
考
え
る
と
完
全
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
差
し
は
遮

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
吹
き
さ
ら
し

で
冬
は
寒
く
、
夏
は
多
少
の
陰
に
は

な
り
ま
す
が
、
テ
ン
ト
の
下
は
温
度
が

高
い
ま
ま
で
す
。
そ
こ
で
今
後
、
空
調

が
使
え
る
テ
ン
ト
の
導
入
を
予
定
し
て

TOPICS②

ま
ず
自
分
の
体
調
を
冷
静
に
判
断
し
て
無
理
を

し
な
い
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
出
ら
れ
る
か
ら
と
無
理
を
す
る
人
が
実
は
多
い
の
で

す
。
そ
し
て
も
し
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
ら
、
呼
吸
が

あ
る
か
、
意
識
が
あ
る
か
の
確
認
を
行
い
、
自
分
と
倒
れ

た
人
の
安
全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
救
護
ス
タ
ッ

フ
な
ど
に
連
絡
し
判
断
を
仰
ぎ
ま
す
。
自
分
は
走
り
続

け
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
理
解
で
き
ま
す
が
、
そ
の
現
場

に
い
た
人
は
情
報
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
の
で
、
で
き

た
ら
そ
の
場
に
留
ま
っ
て
、
ど
ん
な
状
況
だ
っ
た
の
か
な

ど
の
情
報
を
救
護
ス
タ
ッ
フ
等
に
で
き
る
だ
け
多
く
伝
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
参
加

す
る
場
合
、
留
意
す
べ
き
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
も
し
、
走
っ

て
い
る
と
き
に
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
ら
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Q1A1
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い
ま
す
。
特
に
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
で
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
通
常
の
テ

ン
ト
で
は
初
期
対
応
が
い
く
ら
完
全
で
も
、
寒
か
っ
た
り
暑
か
っ
た

り
す
る
場
所
に
体
調
の
悪
い
人
を
留
め
お
く
の
は
リ
ス
ク
が
あ
り
ま

す
。
救
護
本
部
に
空
調
完
備
の
テ
ン
ト
を
置
く
こ
と
も
ス
ポ
ー
ツ
救

急
の
課
題
の
一
つ
で
す
。

小
倉　

今
回
は
テ
ン
ト
を
設
営
し
固
定
式
の
本
部
と
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
搬
送
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
救
護
本
部
機
能
も
併
せ
持
っ
た

車
両
の
導
入
が
で
き
れ
ば
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
の
よ
う
な
長
距
離
に
ま
た
が
る
競
技
の
場
合
、
緊
急
事
態
が
遠

方
で
発
生
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
救
護
本
部
ご
と
移
動
し
て
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な
処
置
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
会
場
が
複
数
に
わ
た

る
大
会
な
ど
で
も
、
移
動
可
能
な
救
護
本
部
な
ら
複
数
の
会
場
も

カ
バ
ー
で
き
ま
す
。
移
動
式
の
救
護
本
部
は
こ
の
よ
う
に
広
域
で
行

わ
れ
る
大
会
な
ど
に
も
対
応
で
き
ま
す
。

鈴
木　

ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
救
護
が
必

要
な
こ
と
が
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
緊
急
性
の
順
で
い
え
ば
、
心
肺
停

止
、
次
に
季
節
に
よ
り
ま
す
が
熱
中
症
、
そ
し
て
低
体
温
症
で
す
。

ま
た
転
倒
な
ど
に
よ
る
ケ
ガ
も
あ
り
ま
す
。
心
肺
停
止
は
す
ぐ
に
心

肺
蘇
生
法
な
ど
対
処
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ラ
ソ
ン
で

の
転
倒
は
一
人
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
人
を
巻
き
込
ん
で
大
き
な

事
故
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
脚
が
つ
る
こ

と
も
よ
く
起
こ
り
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
は
水
分
が
足
り
な
い
と
い
え

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
救
急
で
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
予
測
し
て
準
備
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

小
倉　

救
護
チ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
大
会
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
も
適
切
で
素
早
い
対
応
が
で
き
、
そ
の
う
え

で
専
門
家
も
駆
け
つ
け
る
と
い
う
の
が
ス
ポ
ー
ツ
救
急
の
理
想
で
す
。

鈴
木　

日
体
大
は
大
学
と
い
う
研
究
教
育
機
関
で
す
。
今
回
実
施

し
た
「
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
お
け
る
救
護
対
応
シ
ス
テ
ム
」
は
、
緊
急

事
態
が
起
き
た
と
き
に
素
早
く
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
よ
り
よ
い
も
の
に
し
て

い
く
の
が
日
体
大
と
し
て
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
で
す
。
そ
し
て
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
汎
用
性
の
あ
る
も
の
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ス

ポ
ー
ツ
救
急
を
一
部
の
専
門
家

だ
け
の
も
の
に
せ
ず
、
し
く
み

と
し
て
広
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
の
場
面
で
突
然
死

す
る
人
を
一
人
で
も
減
ら
す
こ

と
が
私
た
ち
の
使
命
な
の
で

す
。

第5回青葉区民マラソン　
救護マニュアル A

E
D
の
準
備
を
す
る
の
は
絶
対
必
要
で
す
。

も
ち
ろ
ん
し
っ
か
り
使
え
る
こ
と
は
大
前
提
で

す
。そ
し
て
、緊
急
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
緊
急
事
態
が
起
き
て
も
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
う
こ
と
で
誰
も
が
適
切
に
対
応
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

も
し
緊
急
事
態
が
起
き
た
ら
、
対
応
を
し
っ
か
り
記
録
し

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
た
自
分
が
担
任
な
ど
を

持
っ
た
場
合
、
個
々
の
生
徒
の
様
子
や
体
力
な
ど
も
し
っ

か
り
把
握
し
て
お
く
と
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

小
学
校
や
中
学
校
の
教
員
な
ど
と
し
て
マ
ラ

ソ
ン
大
会
を
運
営
す
る
側
に
な
っ
た
際
、
ど

ん
な
準
備
を
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
に
対
し
て

注
意
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

Q2A2
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INTERVIEW

NPO法人 SV Norderstadt 理事長

伊藤  佑介 氏

活 躍 す る

　

そ
ん
な
と
き
、
知
人
か
ら
紹
介
さ
れ
、
定
時
制
高
校
の
非

常
勤
講
師
と
な
り
、
さ
ら
に
特
別
支
援
学
校
に
常
勤
教
員
と

し
て
勤
務
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
次
第
に
障
が
い
が
あ
る
子

ど
も
た
ち
の
変
化
に
気
付
け
る
よ
う
に
な
っ
て
や
り
が
い
を
感

じ
始
め
ま
し
た
。
部
活
動
で
も
サ
ッ
カ
ー
を
教
え
て
お
り
、
卒

業
後
に
も
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
む
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
、

い
ま
の
N
P
O
設
立
に
至
っ
た
の
で
す
。

　

現
在
は
、
一
般
の
小
学
生
と
知
的
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
た
サ
ッ
カ
ー
指
導
と
、
社
会
人
チ
ー
ム
に
よ
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
知
的
障
が
い
者
の
フ
ッ
ト
サ
ル
で
日

本
代
表
の
子
ど
も
が
い
る
一
方
で
、
運
動
機
能
に
困
難
を
抱
え

る
子
ど
も
も
い
ま
す
が
、「
こ
う
い
う
パ
ス
を
出
し
た
ら
、
こ
の

子
で
も
受
け
止
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
子
ど
も
た
ち
同

士
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
る
様
子
を
見
て
い
る

と
非
常
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。
先
日
の
大
会
で
も
、
う
ち

の
チ
ー
ム
が
際
立
っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、「
み
ん
な
一
緒
に

な
る
っ
て
、す
ご
く
い
い
な
」
と
目
を
細
め
て
眺
め
て
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
が
切
り
拓
い
て
く
れ
た

こ
れ
ま
で
の
私
の
道
の
り

　

N
P
O
法
人SV N

orderstadt 

を
設
立
し
て
2
年
に
な

り
ま
す
。N

orderstadt

（
ノ
ル
ダ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
）と
は
ド
イ

ツ
語
で
「
北
の
街
」
の
意
味
。
活
動
の
拠
点
で
あ
る
浜
松
市
北

区
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
名
付
け
ま
し
た
。

ま
ず
、
N
P
O
を
立
ち
上
げ
る
ま
で
に
私
が
歩
ん
で
き
た
道
の

り
か
ら
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
体
大
卒
業
後
、
プ
ロ
を
目
指
し
て
ド
イ
ツ
へ
1
年
半
サ
ッ

カ
ー
留
学
し
、
現
地
で
3
チ
ー
ム
ほ
ど
に
在
籍
し
ま
し
た
。
大

学
4
年
の
夏
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
人
が
い
て
、
チ
ャ
ン
ス
を

い
た
だ
い
た
の
で
す
。
サ
ッ
カ
ー
で
お
金
を
稼
げ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
夢
で
し
た
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
に
集
中
で
き
る
環
境
を

求
め
て
留
学
を
決
意
し
ま
し
た
。
人
と
同
じ
道
は
歩
み
た
く
な

い
と
言
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
得
た
こ
と
は
多
々
あ
り
ま
し

た
が
、
な
に
よ
り
印
象
に
残
っ
た
の
は
地
域
と
の
一
体
感
で
す
。

日
曜
日
は
お
店
も
休
み
に
な
っ
て
、
み
ん
な
で
サ
ッ
カ
ー
観
戦

に
行
き
ま
す
。「
さ
す
が
」
と
驚
き
、
日
本
と
の
違
い
を
実
感

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
帰
国
後
、
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
に
半
年
ほ
ど
在
籍
し

ま
し
た
。
納
得
の
い
く
ま
で
プ
レ
ー
が
し
た
か
っ
た
し
、
自
分

が
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
る
姿
を
親
に
も
見
せ
た
い
と
い
う
思
い

も
あ
り
ま
し
た
。
結
局
、
公
式
戦
に
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
練
習
を
重
ね
、
最
後
の
リ
ー
グ
戦
で
ベ
ン
チ
入
り
を
果

た
し
ま
す
。
そ
れ
が
嬉
し
く
、
監
督
も
「
出
し
て
あ
げ
ら
れ
な

く
て
ご
め
ん
ね
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
そ
こ
で
自
分
の
な
か

で
現
役
生
活
に
踏
ん
切
り
が
つ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
と
同
じ
道
は
歩
ま
な
い
。
プ
ロ
を
目
指
し
て
ド
イ
ツ
へ
サ
ッ
カ
ー
留
学
。

い
ま
は
地
域
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
全
力
を
傾
け
る
。

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
憧
れ
る
人
は
多
い
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
道
は
険
し
く
、
夢
を
実
現
で
き
る
人
は
ひ
と
握
り
だ
。
し
か
し
、
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
道
が
見
え
て
く
る
と
伊
藤
さ
ん
は
話
す
。
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
。
プ
ロ
に

な
り
た
い
。
自
分
の
夢
に
ま
っ
す
ぐ
に
、
信
念
を
曲
げ
ず
に
挑
み
な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
出
会
い
を
通
し
て
、
自
ら
の
道
を
模
索
し
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
い
ま
、
静
岡
県
浜
松
市
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
域
と
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
る
活
動
に
取
り
組
む
。
ド
イ
ツ
で
実
感
し
た
よ
う
な
地
域
に
根
差
し
た
す
そ
野
の
広
い
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
理
想
だ
。
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た
経
験
が
あ
り
ま
す
か
ら
、現
在
の
活
動
で
も
、卓
球
や
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー
以
外
の
競
技

も
あ
る
程
度
の
こ
と
は
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
サ
ッ
カ
ー
に
導
か
れ
な
が
ら
、
日
体
大
や

海
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
し
て
、
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
な
が

ら
物
事
を
吸
収
し
て
き
ま
し
た
。
決
し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は

な
か
っ
た
で
す
が
、
す
べ
て
が
い
ま
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
あ

ら
た
め
て
思
い
ま
す
。

好
き
な
こ
と
を
一
途
に

　

N
P
O
の
運
営
は
、
自
分
一
人
の
力
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
特

別
支
援
学
校
で
知
り
合
っ
た
先
生
方
や
保
護
者
の
方
、
地
元
の

方
な
ど
多
く
の
方
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は「
伝

え
る
力
」「
話
を
聞
く
力
」
が
大
切
で
す
。
日
体
大
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
競
技
の
選
手
や
、
サ
ッ
カ
ー
部
内
で
も
各
地
方
か
ら

集
ま
る
選
手
た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
き
ま
し
た
。
異
な
る
考
え

方
を
持
つ
人
た
ち
と
、
と
き
に
は
熱
く
議
論
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
本
音
で
交
流
す
る
こ
と
で
、
よ
い
ア
イ
デ
ア
や
信
頼

関
係
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
大
学

4
年
間
の
経
験
は
貴
重
で
す
。

　

せ
っ
か
く
大
切
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
、
な

に
か
得
よ
う
、
吸
収
し
よ
う
と
言
う
気
持
ち
で
積
極
的
に
物

事
に
臨
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
好
き
な
こ
と
に
徹

底
的
に
取
り
組
み
、
極
め
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
る
う
ち
に

い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
見
つ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
結
果
は

別
に
し
て
、
J
リ
ー
グ
を
目
指
す
過
程
で
、
ス
ク
ー
ル
に
か
か

わ
っ
た
り
、
企
業
の
人
と
知
り
合
っ
た
り
し
て
、
そ
の
チ
ャ
ン
ス

を
活
か
し
て
道
が
開
か
れ
て
い
く
の
で
す
。
そ
の
軸
と
す
る
た

め
に
も
自
分
が
「
好
き
な
こ
と
」
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
体
大
も
地
域
連
携
の
活
動
や
、
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
と
重
な
る
も
の
で
、

多
様
な
人
々
・
競
技
が
一
つ
に
集
ま
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め

る
環
境
は
理
想
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
す
る
皆
さ
ん
が
幅
広
い

舞
台
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
サ
ッ
カ
ー
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
競
技
を
総
合
的

に
楽
し
め
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。
さ
ら

に
、
健
常
者
と
障
が
い
者
が
一
緒
に
プ
レ
ー
し
た
り
、
地
域
と

か
か
わ
り
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
や
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
広

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
守
り
つ
つ

柔
軟
に
吸
収
す
る

　

サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の
は
3
歳
の
と
き
。
ず
っ
と
プ
ロ
を
目

指
し
て
き
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
お
話
し
し
て
き
た
通
り
で
す
。

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
の
ユ
ー
ス
に
在
籍
し
、
は
じ
め
は
大
学
に
進
学

す
る
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鈴
木
政
一
氏（
日
体

大
O
B
。
ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田
、
日
体
大
等
の
監
督
を
歴
任
）を
は

じ
め
お
世
話
に
な
っ
て
い
た
方
々
か
ら
「
大
学
に
行
っ
て
結
果

を
出
し
て
か
ら
で
も
遅
く
な
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き
、

日
体
大
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

4
年
間
の
部
活
動
と
寮
生
活
で
、
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
出
身
と
い

う
こ
と
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
い
ま

振
り
返
る
と
、プ
レ
ー
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、ピ
ッ
チ
以
外
で
も
、

あ
い
さ
つ
や
人
と
の
か
か
わ
り
方
な
ど
、
学
ん
だ
こ
と
が
多
々

あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
意
味
で
は
個
性
の
強
い
部
員
で
し
た（
笑
）。
夜
、
誰

も
い
な
い
グ
ラ
ン
ド
に
出
て
、
録
音
し
た
試
合
の
歓
声
を

i
p
o
d
で
聴
き
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
も
使
わ
ず
、
一
人
で
フ
リ
ー

ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
き
に
は
、
ゴ
ー
ル
を

決
め
た
と
き
の
ポ
ー
ズ

も
。
少
し
気
恥
ず
か
し

い
で
す
が
、
世
界
の
舞

台
を
純
粋
に
夢
見
て
い

ま
し
た
。

　

教
職
課
程
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
が
、
そ
の

ほ
か
大
学
の
授
業
で
さ

ま
ざ
ま
な
競
技
の
指
導

法
を
学
ん
だ
こ
と
は
、

い
ま
思
う
と
役
立
っ
て
い

ま
す
。
自
分
が
楽
し
か
っ

伊藤　佑介（いとう  ゆうすけ）／体育学部

体育学科、2011年卒。静岡県立磐田北高

校出身。ジュビロ磐田ユースを経て、日体

大入学。ドイツ留学後、カマタマーレ讃岐

（ 香 川 県 ）に 所 属。2016年5月にNPO法 人

SV Norderstadtを立ち上げ、静岡県浜松市

を拠点に、障がい者スポーツの環境整備、

サッカーの普及を中心に活動を行っている。

現役引退後、特別支援学校に教員として3年

間勤務し、知的障がいや肢体不自由、重度

や重複した障がいがある子どもたちと接した

経験からNPOを設立した。また、社会人チー

ムSVノルダーシュタットの監督兼選手として

静岡県社会人１部リーグを目指す。
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ヒルトン東京
マーブルラウンジ　レセプション

中村　恵 氏

活 躍 す る

ん
な
な
か
で
、
お
客
様
が
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く
だ
さ
っ

て
名
前
を
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
と
き
は
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

宿
泊
の
お
客
様
は
ほ
ぼ
9
割
は
外
国
人
の
方
な
の
で
、
は
じ

め
の
う
ち
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
苦
労
し
ま
し
た
。し
か
し
、

ヒ
ル
ト
ン
東
京
で
は
語
学
を
勉
強
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
用
意

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
学
ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
に
現
場
で
実
践
で

き
る
た
め
、
非
常
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る

と
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
に
は
、ヒ
ル
ト
ン
東
京
で
も
宿
泊
や
パ
ー
テ
ィ
ー

で
多
く
の
海
外
の
選
手
や
関
係
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
私
自
身
も
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
方
々
に
直
接
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
こ
と

が
い
ま
か
ら
も
の
す
ご
く
楽
し
み
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
は
さ
ら

に
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
私
な
り

の
提
案
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
憧
れ
だ
っ
た
ホ
テ
ル

業
界
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
携
わ
っ
て
い
る

と
実
感
で
き
る
こ
と
が
、
な
に
よ
り
う
れ
し
い
で
す
。

私
ら
し
く
働
け
る
の
が

ホ
テ
ル
だ
と
思
っ
た

　

日
体
大
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
女
子
で
日
本
一
を
目
指
す
一
方

で
、
入
学
し
た
と
き
か
ら
、
絶
対
に
ホ
テ
ル
に
就
職
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
人
と
接
す
る
こ
と
が
好
き
。
人
と
関
わ
る

仕
事
が
し
た
い
。
接
客
を
学
ぼ
う
と
、忙
し
い
部
活
動
の
傍
ら
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
経
験
し
た
ほ
ど
で

す
。
ホ
テ
ル
は
、
女
性
ら
し
く
、
そ
し
て
最
も
私
ら
し
く
働
け

る
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
体
大
卒
業
後
、
日
本
全
国
に
展
開
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

で
ホ
テ
ル
業
界
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ヒ
ル
ト
ン
東
京

に
転
職
し
て
4
年
目
に
な
り
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指

し
た
の
は
、
や
は
り
2
0
2
0
年
の
歴
史
的
な
瞬
間
に
、
世

界
的
に
有
名
な
ブ
ラ
ン
ド
の
ホ
テ
ル
で
海
外
か
ら
の
お
客
様
を

お
迎
え
し
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
し
た
。

　

現
在
は
ヒ
ル
ト
ン
東
京
の
顔
と
も
言
え
る
ロ
ビ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

「
マ
ー
ブ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
」
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
業
務
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
ラ
ウ
ン
ジ
を
訪
れ
る
お
客
様
を
最
初
に
お
迎
え
し
た
り
、

会
計
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
お
客
様
を
お
見
送
り
し
た
り
す
る
ホ

テ
ル
の
印
象
を
左
右
す
る
重
要
な
仕
事
で
す
。
勤
務
時
間
帯

は
お
も
に
朝
食
か
ら
ラ
ン
チ
、デ
ザ
ー
ト
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ま
で
。
マ
ー

ブ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
は
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
で
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま

で
、
ご
旅
行
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
お
客
様
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と
の

ご
飲
食
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
朝
食
で
あ
れ
ば
私
が
そ
の
日
最
初
に
お
客
様
に
接
す
る

ホ
テ
ル
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
ま
す
。
デ
ィ
ナ
ー
を
含
め
れ
ば
、
1
日

の
お
客
様
が
1,
0
0
0
～
1,
5
0
0
人
に
な
る
こ
と
も
。
そ

ラ
ウ
ン
ジ
の
顔
。
ホ
テ
ル
の
仕
事
を
極
め
、
2
0
2
0
年
、

海
外
か
ら
の
お
客
様
に
最
高
の
お
も
て
な
し
を
提
供
し
た
い
。

昨
年
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
が
初
め
て
3,
0
0
0
万
人
を
突
破
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
2
0
2
0
年
に
は
4,
0
0
0
万
人
の
受
け
入
れ
を
目
標
に
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
。
外
資
系
ホ
テ

ル
の
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
で
あ
る
ヒ
ル
ト
ン
東
京
で
活
躍
す
る
中
村
さ
ん
。
在
学
中
か
ら
一
貫
し
て
ホ
テ
ル
業
界
へ
の
就
職
を
希
望
し
、
部
活
動
と
就
職
活
動
を
両
立
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、
2
0
2
0
年
に
向
け
て
世
界
の
お
客
様
を
迎
え

る
立
場
で
仕
事
を
し
た
い
と
、
外
資
系
ホ
テ
ル
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
。
ラ
ウ
ン
ジ
に
立
つ
そ
の
笑
顔
か
ら
お
客
様
の
1
日
が
始
ま
る
。
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の
橋
渡
し
役
を
務
め
ま
し
た
。
も
う
少
し
徹
底
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
ば
よ
か
っ
た
と
少
し
心
残
り
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
日
体
大
で
は
、
先
生
や
監
督
、
先
輩
方
と
お
話
し

す
る
機
会
が
多
く
あ
り
、そ
れ
が
い
ま
の
仕
事
で
も
自
信
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
の
お
か
げ
で
、
人
前
に
出
る
こ
と
に
抵

抗
が
な
く
な
り
、
緊
張
も
な
く
な
り
ま
し
た
。
V
I
P
の
お

客
様
が
多
く
訪
れ
る
ヒ
ル
ト
ン
東
京
で
は
、
ふ
つ
う
で
は
お
目

に
か
か
れ
な
い
よ
う
な
方
々
に
接
す
る
こ
と
が
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
と
き
も
、
い
つ
も
通
り
、
平
常
心
で
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
す
。

動
き
始
め
れ
ば
見
え
て
く
る

　

同
期
か
ら
「
あ
な
た
が
頑
張
っ
て
い
た
か
ら
、
私
た
ち
も
就

職
活
動
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
繰
り
返
し
ま
す
が
、
私
は
ホ
テ
ル
の
仕
事
に
憧

れ
て
、
そ
の
思
い
は
ブ
レ
ず
に
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。
将
来

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
が
不
安
に
思
う
の
は
当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
決
し
て
恐
れ
る
必
要
は
な
い
し
、
始
め
て
み
れ
ば
ど
ん

ど
ん
わ
か
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。日
体
大
は
就
職
サ
ポ
ー

ト
も
充
実
し
て
い
る
の
で
、
積
極
的
に
活
用
し
て
、
行
動
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

日
体
大
生
は
好
感
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
礼
儀
正
し
く
、
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
。
第
一

印
象
は
大
切
で
す
。
打
ち
解
け
や
す
い
の
で
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
も
率
直
に
尋
ね
て
、
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
と
の
か
か
わ
り
方
も
、
部
活
動
を
通
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

私
も
含
め
て
、
2
0
2
0
年
に
向
け
て
、
そ
れ
以
降
も
、

日
体
大
の
勢
い
を
社
会
に
広
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
教
員
や
公

務
員
を
目
指
す
学
生
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
般
企
業
・
社

会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
日
体
大
の
O
B
・
O
G
も
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
日
体
大
の
元
気
や
パ
ワ
ー
を
も
っ
と
い
ろ
い

ろ
な
場
で
発
揮
し
て
い
け
れ
ば
、
社
会
的
に
も
盛
り
上
が
っ
て
、

未
来
が
楽
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

界
や
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
活
躍
す
る
皆
さ
ん
と
実
社
会
で
お
目
に
か

か
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

人
と
か
か
わ
る
経
験
が

ホ
テ
ル
の
仕
事
で
も
自
信
に

　

高
校
時
代
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。
日

体
大
に
入
学
し
た
の
も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
、
日
本
一

に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
地
方
出
身
で

も
あ
り
、
3
年
生
ま
で
寮
生
活
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
寮
と
グ
ラ
ン
ド
を
往
復
す
る
毎
日
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
な
か
で
、
同
期
の
存
在
が
な
に
よ
り
心
強
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
夜
、
屋
上
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
称
し
て
語
り
合
っ

た
こ
と
が
思
い
出
で
す
。
実
は
、
最
初
に
就
職
し
た
ホ
テ
ル
は

全
国
転
勤
が
あ
っ
て
、
関
東
圏
の
同
期
た
ち
と
身
近
に
会
い
た

い
と
思
っ
た
こ
と
も
転
職
を
決
め
た
理
由
の
一
つ
で
し
た
。
そ
の

ほ
か
当
時
の
部
活
動
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
一
人
行
動
を
し

な
い
ル
ー
ル
で
し
ょ
う
か
。
1
年
生
の
と
き
は
ト
イ
レ
に
行
く

と
き
も
必
ず
2
人
以
上
が
原
則
。
そ
れ
な
り
に
守
っ
て
い
ま
し

た
け
ど
…（
笑
）。
い
ま
で
も
同
期
た
ち
と
会
う
と
、
そ
ん
な

思
い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。

　

教
育
実
習
や
ス
ケ
ー
ト
実
習
な
ど
、
学
外
で
の
活
動
も
楽

し
み
で
し
た
。
教
育
実
習
は
、ふ
だ
ん
の
授
業
や
練
習
と
は
ま
っ

た
く
異
な
る
環
境
で
す
。
教
壇
に
立
ち
、
教
え
る
側
の
気
持
ち

を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
経
験
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ス
ケ
ー
ト
実
習
は
、
未
経
験
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
挑
戦
で
き
て
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

部
活
動
で
は
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
監
督
と
選
手
た
ち

中村　恵（なかむら  めぐみ）／体育学部体育

学科、2014年卒。星城高等学校（愛知県）出

身。ソフトボール強豪校の同校から日体大に

進学。いまはフルマラソンに挑戦中。走るこ

とが好きで、無心になれる時間が魅力だとい

う。昨年は、横浜マラソンに出場。ホテルは

時間的にも働きやすく、充実したオフも過ご

している。ホテルの仕事はお客様に特別な時

間を提供すること。前任のホテルではフロン

トを、現在は料飲部門を担当し、キャリアの

幅を着実に広げている。東京・新宿のヒルト

ン東京「マーブルラウンジ」のデザートビュッ

フェは都内ホテルラウンジの中で最も予約が

取りづらいほどの好評とか。



―
―
ラ
グ
ビ
ー
を
始
め
た
き
っ
か
け

ラ
グ
ビ
ー
を
や
り
た
い
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、

リ
オ
五
輪
の
ラ
グ
ビ
ー
を
見
た
こ
と
で
す
。
私

は
子
ど
も
の
頃
か
ら
陸
上
を
ず
っ
と
続
け
て
お

り
、
高
校
の
と
き
に
転
向
し
た
７
種
で
は
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
入
賞
も
で
き
ま
し
た
。
目
標
と
し
た

５
０
０
０
点
を
超
え
る
こ
と
も
で
き
、
満
足
感
は

あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
や
り
切
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
虚
無
感
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
す
。
そ
ん

な
思
い
を
し
て
い
た
８
月
上
旬
の
こ
と
で
し
た
。

テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
リ
オ
五
輪
が
放
映
さ
れ
て

い
て
、
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
選
手
が
キ
ラ
キ
ラ
し

て
見
え
た
の
で
す
。
私
も
あ
の
よ
う
に
輝
き
た
い

と
ラ
グ
ビ
ー
を
や
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
私
と

ラ
グ
ビ
ー
と
は
、
少
な
か
ら
ぬ
縁
が
あ
り
ま
し
た
。

私
が
在
学
し
て
い
た
東
京
高
校
は
ラ
グ
ビ
ー
が
盛

ん
で
、
少
し
前
か
ら
誘
わ
れ
て
お
り
、
日
体
大
ラ

グ
ビ
ー
部
の
練
習
も
見
学
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
す
。
ま
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
授
業
で
、

ボ
ー
ル
を
持
っ
て
走
り
出
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
後
先
生
に
呼
び
出
さ
れ
て
、
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ

て
み
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
な
ん
と
な
く
ラ
グ
ビ
ー
を
意
識
は
し
て
い
ま

し
た
が
、
私
は
陸
上
と
決
め
て
い
た
の
で
、
始
め

は
ラ
グ
ビ
ー
を
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
は
な
ら

な
か
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
リ
オ
五
輪
の
あ
の
日

か
ら
私
に
は
ラ
グ
ビ
ー
し
か
な
い
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
、
11
月
に
は
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
協
会
の
ユ
ー
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
の
合
宿
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
日
体
大
へ
進
学
を
決
め
た
理
由

日
体
大
へ
は
ラ
グ
ビ
ー
部
の
練
習
を
見
学
し
て

い
た
り
、
誘
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ラ
グ

ビ
ー
を
や
る
な
ら
日
体
大
以
外
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
を
や
る
と
決
め
て
す
ぐ
に
、

日
体
大
へ
の
推
薦
の
手
続
き
を
と
り
、
入
学
を
決

め
ま
し
た
。
女
子
の
ラ
グ
ビ
ー
部
が
あ
る
大
学
が

少
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
他
の
選
択
肢
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
入
学
し
て
、
こ
の
選
択

は
間
違
い
な
か
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
身
近

に
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
い
て
常
に
刺
激
を
受
け
、

そ
ん
な
人
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
私
も
負
け
て
い

ら
れ
な
い
と
強
く
思
い
ま
す
。
実
は
「
N
e
x
t 

i
s 

u
s
」
に
登
場
し
た
池 

愛
里（
53
号
）さ
ん
、

木
村 

円
さ
ん
、
河
本 

結
さ
ん（
51
号
）の
各
選
手

と
は
と
て
も
仲
が
よ
く
、
今
度
、
私
も
取
材
を
受

け
る
と
話
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
競
技
は
違
っ
て
も
、

東
京
大
会
に
出
る
、
出
て
頂
点
を
目
指
す
と
い
う

同
じ
目
標
が
あ
る
の
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が

り
、
恵
ま
れ
た
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
大
会
が
近
い
と
き
は
、
大
会
へ
の
思
い
な
ど
を

話
し
合
う
こ
と
も
で
き
、
や
る
気
が
全
開
に
な
り

ま
す
。
と
に
か
く
何
も
か
も
、
た
め
に
な
る
こ
と

ば
か
り
で
す
。

―
―
日
本
代
表
に
選
ば
れ
て

私
が
初
め
て
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
の
は
日
体

大
に
入
学
す
る
前
で
し
た
。
当
時
は
ラ
グ
ビ
ー
を

始
め
て
ま
だ
あ
ま
り
間
が
な
く
、
実
感
が
わ
か

な
か
っ
た
と
い
う
の
が
事
実
で
す
。
日
本
代
表
が

ど
う
い
う
意
味
を
も
つ
か
理
解
す
る
間
も
な
く
、

日
々
や
る
べ
き
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
今
、
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
そ
の
重
責
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
代
表

と
い
う
責
任
と
期
待
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
一
つ
ひ

と
つ
の
プ
レ
ー
や
行
動
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
東
京
大
会
は
も
う
２
年
を
切
っ

て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
の
カ
ラ
ー
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
私
は
フ
ォ
ワ
ー
ド
と
ウ
イ
ン
グ
で
、
ラ
イ
ン

ブ
レ
ー
カ
ー
と
い
う
前
に
推
進
し
た
り
、
１
対
１

で
走
り
負
け
な
い
役
割
で
、
今
の
目
標
は
こ
の
役

割
の
精
度
の
高
さ
、
強
さ
を
追
求
す
る
こ
と
で
す
。

―
―
ま
ず
、
ラ
グ
ビ
ー
を
も
っ
と
知
る
こ
と

ラ
グ
ビ
ー
の
プ
レ
ー
に
関
し
て
い
う
と
、
私
は

体
格
が
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
キ
ッ

ク
オ
フ
時
に
マ
イ
ボ
ー
ル
に
す
る
こ
と
で
い
わ
ゆ

る
球
際
に
強
く
い
く
こ
と
、
と
に
か
く
当
た
り
負

け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

離
れ
れ
ば
、
映
像
を
見
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し

て
知
識
や
情
報
を
増
や
す
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

私
は
他
の
選
手
よ
り
経
験
が
浅
い
の
で
少
し
で
も

追
い
つ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
さ
ら
に

今
の
ラ
グ
ビ
ー
は
頭
脳
戦
な
の
で
、
情
報
や
知
識

が
あ
れ
ば
相
手
に
勝
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ラ
グ

ビ
ー
を
も
っ
と
知
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

―
―
東
京
大
会
で
は
絶
対
メ
ダ
ル
を
獲
り
た
い

２
０
２
０
年
東
京
大
会
で
は
メ
ダ
ル
を
獲
っ
て

み
ん
な
で
笑
顔
で
表
彰
台
に
立
ち
た
い
で
す
。
た

だ
、
メ
ダ
ル
を
獲
る
と
ひ
と
言
で
言
っ
て
も
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
の
は
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
、
厳
し
い
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

代
表
の
合
宿
は
１
年
間
で
２
０
０
日
以
上
あ
り
、

非
常
に
過
酷
で
す
。
で
も
、
そ
の
苦
し
い
時
間
が

あ
る
か
ら
こ
そ
、
メ
ダ
ル
へ
の
意
欲
も
高
く
な
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
辛
い
思
い
も
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
が
、
メ
ダ
ル
を
獲
っ
て
そ
の
苦
し
い
思
い
を
、

楽
し
か
っ
た
思
い
出
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
結
果
次
第
で
辛
い
こ
と
も
、
楽
し
か
っ
た
思

い
出
に
変
わ
る
は
ず
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
絶
対

メ
ダ
ル
を
獲
り
た
い
で
す
。

ラ グ ビ ー

才能を見出されて始めたラグビー。
試行錯誤の日々だが、やるべきことはわかっている。
それは東京オリンピックで頂点を目指すこと。
そして、自分も輝くこと。

大竹風美子

日体魂の聖火リレー
～ 日 体 魂 を 受 け 継 ぐ 者 ～

07
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桜
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
誇
り
に
、

輝
く
た
め
に
前
へ
、
前
へ
進
む
。

◆プロフィール
大竹風美子（おおたけ  ふみこ）
体育学部２年　ラグビー部女子所属。東京
高校出身。高校まで陸上競技に専念。高校
３年のとき、インターハイ７種競技で６位入
賞。ラグビーに転向後、2017年にサクラセ
ブンズ（女子７人制ラグビー女子日本代表）
に初選出。リオ五輪でのラグビー女子日本
代表の姿に憧れを抱いたこともラグビーを始
めたきっかけだったという。

 ［Next is us　日体魂の聖火リレー］
◆山口選手からの質問に答えて

「私は試合前に、自分の調子のいいときの
動きなどのイメージトレーニングをしてい
ます。試合前にどんなことを考えて試合に
臨んでいますか」

とにかく、私は何も考えないようにしてい
ます。それは、これまでいろいろ試したり、
分析したりして、考え過ぎないほうがうまく
いくことがわかったからです。「無」になる
ようにしています。強いていえば、空がき
れいだとか、気分が変わるようなことを考
えています。

次号に登場するアスリートに向けて、大竹
選手からエールをいただきました

◆大竹選手からのエール

東京オリンピックでは、代表に選ばれて出
場したら「ONE for ALL, ALL for ONE（「一
人はみんなのために、みんなは一つの目
的のために」）の精神で金メダルを目指し
て全力で臨みます。ともにオリンピックの
選手団になったら頂点という一つの目的に
向けて頑張りましょう。

次号アスリートへ、リレー質問を展開して
いきます。ご期待ください。

nittaidai55 ● 16
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教 職 支 援 センター

Report➎

教 員 志 望 の 日 体 大 生 を 力 強 く サ ポ ー ト

　日体教学舎に所属していた先輩の話を聞き、学校現場に立ったときに必要となる資質や能力
を最重要視していたことや、様々な活動で教育について深く考える機会が得られると思い、所属
を決めました。二年間の活動の中で、教員に必要となる姿勢、資質を身に付けられたことはもち
ろん、発表機会の多い活動を通してプレゼンテーション力、コミュニケーション能力、他者の考
えを尊重しつつ相手が求めていることを読み取る力等々、様々な能力を身に付け伸ばすことがで
きました。また、ともに勉強する大切な仲間たちを作ることができたと思います。最も印象に残っ
ているのは、昨年度の日体教学舎発表会です。学長や教育委員会の方々を前に発表する機会を
いただきました。そこで、教育に関する考えやプレゼンテーション力の未熟さを痛感しました。そ
こから一年間学生学舎長として取り組み、一月末に行われた発表会で今年度一年間の成果を示
すことができました。
●️ひとこと：日体大へは小学校から毎日水泳に打ち込んでいく中で、北島康介選手に憧れ、志望していまし
た。山梨県の高等学校、保健体育科教員を志望しています。スポーツを通して、多くの生徒の成長と共にキャ
リア教育に力を尽くすことで恩返しをしたい思いがあります。

　学内ポータルシステムのn-passで募集を知り、「これに入れば、多くのことが学べ、合格に近
づけるのではないか」と考え所属を希望しました。ただ単に教員採用試験の勉強だけを目的と
するのではなく、現場に入ってから、生かせる知識や技能を学び、それを実践できる場として、
非常に有効と考えたのです。教学舎の魅力は、実際に教員になってから、どう具体的に考え、
判断し行動していくか、実践に近い取り組みを行っていることです。現場経験をお持ちの先生方
からお話を聞きながら、多くの問題に対して考える機会が豊富にありました。中でも、一番印象
に残っているのは、保護者対応です。保護者役の職員の方々に参加していただき、実際の状況
を想定しながら行いました。言葉遣いや発言の内容を緊張感のある中で話したため、多くの貴
重な経験を得ることができました。さらに違う学部、学科の仲間もでき、ともに成長することがで
きました。
●️ひとこと：長野県の高等学校が志望先です。学生生活はあっという間なので、いろいろなことにチャレンジ
してほしいと思っています。海外にいく、英会話をする、ボランティア活動をするなど多くのことに全力で取り

組んでいきましょう。失敗を恐れずに挑戦していってもらいたいと考えています。

　2年生の頃に受けた体育科教育法の授業の中で先生が紹介してくださったことで教学舎を知り
ました。所属したきっかけは、教員を強く志す仲間と共に高め合える環境に身を置き、自身を磨
いていきたいと思ったためです。また、多くの経験を積み重ねた先生方のもとで学べることに魅
力を感じ、ここでなら自分を高めることができると感じました。「教員を強く志し、共に学び合える
仲間との出会い」、「管理職経験がある等、偉大なる先生方のもとでの学び」これらは教学舎で
しか経験できないことであり、所属していることを誇りに思います。教員になるために必要な勉強
だけでなく、教員になってから即戦力として現場で活躍することを目指して活動しているため、よ
り自覚も高まりました。模擬保護者対応は、学校側の望ましい対応等を様々な角度から考えるこ
とにより物事を多角的・多面的に捉える機会になりました。
●️ひとこと：中学校・高等学校（保健体育）教諭免許と同時に養護教諭免許の取得を目指しています。子ども
の命を一番に考え、守ることは、教員として当然のことです。教員になった際、生徒の心身の些細な変化に
も気付き、柔軟かつ即座に対応するために、生徒理解や日ごろの研修等に励むよう努めます。

日体教学舎は、教員を強く希望する在学生（2～3学年）と卒業生を対象として開設されている特

別教員養成講座です。授業内成績、小論文、集団面接等により選抜された学生と学内専任教員、

管理職等を経験された学外講師で構成されています。主な活動は、実際の教育現場を想定し、

いじめや不登校を始め、体罰等にどう向き合っていくかをグループワークや全体発表を通じて考

え、教員として求められている資質や実践力を身に付けていく活動です。

学生学舎長  長澤  裕斗  （ながさわ  ゆうと）

体育学部  体育学科３年　
山梨県立甲府昭和高等学校出身

学生副学舎長  中村  凌太 （なかむら  りょうた）

体育学部　体育学科３年　
長野県松本県ヶ丘高等学校出身

学生副学舎長  髙階  成美  （たかしな なるみ）

体育学部　健康学科3年　
神奈川県鎌倉女子大学高等部出身

緊張感あふれる模擬保護者対応など貴重な体験が豊富です。

仲間や経験豊富な先生方との素晴らしい出会いがあります。

発表会を通して、教員の資質やプレゼンテーション力の向上に努めています。
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Report➎

教学舎とは

本 年 度 対 象： 体育学部、スポーツ文化学部、児童スポーツ教育学部　2年生、3年生のうち小学校教諭・中高保健体育科教諭・養護教諭・特別支援学校教
諭を強く希望する者。本学教職員又は本学を卒業した国公私立学校の管理職・教諭及びその経験者からの推薦による卒業生を対象としています。
（※来年度、スポーツマネジメント学部も対象予定。）

設 置 目 的： 小学校教諭、中・高等学校保健体育科教諭、養護教諭、特別支援学校教諭を目指す者が集い、互いに切磋琢磨し、学び合う場として、また、
教諭を目指している学生の良き模範者（リーダー）になるとともに、実践的指導力を養成する場として設置しています。

概 要：学内教員をはじめ学校管理職や教育行政を経験した方々を講師に迎え年間26回の特別講座や演習等を行い、毎年1月に本学学生や近隣の教
育委員会、学校関係者、本学OB・OG等を対象に発表会を実施しています。

	 その内容は、体育実技指導に関する提案及び保健等の模擬授業を1年間の取り組みの成果として発表しています。

教員を志す者が集い、
切磋琢磨する「日体教学舎」

平成30年度　日体教学舎　活動実績

実施日 告知・選考
4月13日～ 24日 学生へ説明会開催の周知
4月24日 学生への説明会の実施
4月24日～27日 応募受付
5月8日 選考開始
5月16日 選考結果公表

実施日 活動内容
1 5月22日 開学舎式、先輩からのメッセージ、オリエンテーション、教員採用の勉強法等
2 5月29日 校種別グループ（４人～５人）による言語活動を主とした交流（自己紹介、目指す教師

像他）
3 6月5日 講演「教師を目指す学生に望むこと」、グループごとに講演内容のまとめ
4 6月12日 「いじめ問題」に関する理解と取り組み（講義・課題別グループ協議）
5 6月19日 「いじめ問題」に関する理解と取り組み（課題別グループ協議）
6 6月26日 「いじめ問題」に関する理解と取り組み（課題別グループによる発表）
7 7月3日 「不登校」に関する理解と対応（課題別グループ協議）
8 7月17日 「不登校」に関する理解と対応（課題別グループによる発表）
9 7月24日 「体罰」に関する課題への対応（課題別グループによる協議）

10 7月31日 「体罰」に関する課題への対応（課題別グループによる協議・発表）
9月15～17日 ＜教員採用二次対策合宿＞

11 10月2日 「保護者対応」に関する理解と課題解決に向けた取り組み
（課題別グループ協議）

12 10月9日 「保護者対応」に関する理解と課題解決に向けた取り組み
（課題別グループ協議）

13 10月16日 「保護者対応」に関する理解と課題解決に向けた取り組み
（課題別グループ発表）

14 10月23日 多様な教育課題に対する理論と実践（校種別・発表）
15 10月30日 体育・保健体育科模擬授業の実施１（体育又は保健の単元の選択、指導内容の協議）
16 11月6日 体育・保健体育科模擬授業の実施２（指導内容の協議）
17 11月13日 体育・保健体育科模擬授業の実施３（単位時間の指導計画等の作成・協議）
18 11月20日 体育・保健体育科模擬授業の実施４（単位時間の指導計画等の作成・協議）
19 11月27日 体育・保健体育科模擬授業の実施５（全体発表）
20 12月4日 体育・保健体育科模擬授業の実施６（全体発表）
21 12月11日 発表会準備
22 12月18日 発表会リハーサル
23 1月9日 発表会リハーサル
24 1月15日 発表会リハーサル
25 1月21日 発表会リハーサル
26 1月22日 発表会（公開模擬授業：世田谷キャンパス記念講堂）・閉学舎

保護者対応では、外部及び学内の職員で実際にお子さんの
いらっしゃる保護者の方々をお招きし、過去の事例を踏まえた
ロールプレイングの活動を行いました。様々な教育課題が存在
する現場での保護者への対応は必ず起こりうることです。活動
を通して学内・外部機関との連携、また保護者との連携の必要
性を学ぶことが出来ました。さらに、保護者一人ひとりにあった
適切な対応の重要性と難しさを感じることが出来ました。

教育課題の中で最重要視され、多くの課題を抱えるいじめ・不
登校への対応では、過去の事例を参考にグループワーク・全体
発表を行いました。自分の受け持つクラス、学年、部活動等でい
じめ・不登校が起こってしまった場合にはどのような対応が必
要なのか。直接的に行われるいじめとＳＮＳ等によるネットい
じめでの対応の違いはどうすればいいのか。どのような連携が
必要なのか。現場経験の豊富な講師の方々とより対話的で個別
指導に近い形で活動を行うことで考えや知識を深めることが出
来ました。

保護者対応への対応と疑似体験

いじめ・不登校への対応

今年度は、学習指導要領の改訂が小学校等で先行実施されて
いることを踏まえ、現在の学校現場での状況を踏まえた模擬
授業を行ってきました。グループワークを通して、通常学級に
発達障害がある生徒が在籍していることを想定した支援、授業
を円滑に進行し、個々のレベルに合わせた指導を行うティーム
ティーチングの導入、生徒に模擬体験等の活動を通して、考える
力を身に付けられる工夫等をそれぞれのグループで行ってきま
した。そして、1月末に実施された「日体教学舎発表会」では、講
座内で行われた選考により選抜された3班が各20分の模擬授
業を行いました。

模擬授業の発表
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平成30年12月7日（金）、日本体育大学、日体大荏原高等学校、
日体大柏高等学校、日体大桜華高等学校に在籍する35名の留
学生交流会が東京・世田谷キャンパスにおいて開催されました。
笠井副学長から挨拶があり、荒木国際交流センター長による身
体を動かしながらの自己紹介、日本語のゲームで交流を深めま
した。日本語を使ったゲームでは、ことば当てクイズやひらがな
ビンゴを行いました。参加した留学生は楽しそうにチーム全員で
ゲームに取り組んでいました。今後も日体ファミリーの留学生同
士がコミュニケーションを取る機会をつくり、留学生がより良い学
校生活を送れるようサポートします。

平成30年12月3日（月）、東京・世田谷キャンパスにて「日本体育大学クリニック開院式」が
執り行われ、松浪理事長、今村常務理事、具志堅学長、平沼院長によるテープカットや内
覧会が実施されました。本学の東京・世田谷キャンパス教育研究棟1街区Ｇ階に、クリニッ
クの誕生です。日本体育大学クリニックは、最新の機器を使用し怪我や病気の診断、治療を
行ないます（スポーツに起因しないケガや病気も受診できます）。 スポーツ選手が受診するメ
リットとしては、怪我の予防等、スポーツを行なううえでのアドバイスを受けることができます。 
また処方される薬はドーピングの心配がいりません。将来は、スポーツ選手の外傷、障害デー
タを蓄積し分析していくことで、外傷、障害の原因（危険因子）を発見し怪我の予防につなげ
ていきたいと考えています。 地域住民の方々をはじめ、もちろん本学学生や教職員もぜひご
利用ください。診療科は整形外科、内科、外科です。式典終了後には、早速保険診療を開
始しました。

平成30年10月20日(土)、交流協定校である北京体育大学建学65周年式典が執り行われ、
本学からは松井副学長が出席しました。式典中には学長フォーラムが行われ、北京体育大
学が交流協定を締結している各国の大学の学長・副学長が各々のテーマでス
ピーチをしました。
松井副学長は「日本体育大学の国際的活動－高度な国際競技力と指導力で
世界の架け橋に－」というテーマで、36年に渡る北京体育大学と本学の交流、
本学の国際的活動についてスピーチを行いました。
本学とも交流協定を締結している国立体育大学(台湾)や上海体育学院の学長も
出席され、お互いの大学について共有する良い機会となりました。今後も両学
のより良い交流ができるよう、努めて参ります。

平成30年10月6日～10月13日にインドネシアのジャカルタ、パレンバンにてインドネシア2018ア
ジアパラ競技大会が開催されました。日本代表選手団は、選手304名（男子182名、女子122名）、
団体役員・コーチ等149名、競技パートナー12名、本部役員21名の合計486名で、本学関係者
からはコーチ3名、競技パートナー1名、選手9名（男子6名、女子3名）、計13名が参加しました。

平成30年度  第4回留学生交流会（日体ファミリー）を
開催しました

「日本体育大学クリニック開院式」が執り行われました

北京体育大学建学65周年式典に副学長が出席いたしました

インドネシア2018アジアパラ競技大会に
本学関係者が参加

成績一覧（敬称略）

競　技 学　年 氏　名 成　績

陸上競技

大学院2年 重本　沙絵 女子100m 3位
女子400m 3位

学部2年 鈴木　雄大 男子100m 13位
男子走り幅跳び 5位

学部2年 兎澤　朋美 女子100m 3位
女子走り幅跳び 3位

バドミントン 学部2年 今井　大湧 男子シングルス・団体 ベスト8

水泳

学部2年 池　愛里

女子100m自由形 2位
女子400m自由形 3位
女子100mバタフライ 1位
女子200m個人メドレー 2位
女子4×100m自由形リレー 2位
女子4×100mメドレーリレー 2位

学部1年 窪田　幸太

男子100m平泳ぎ 10位
男子4×100m自由形リレー 1位
男子4×100mメドレーリレー 2位
男子50ｍ自由形 3位
男子100ｍ背泳ぎ　2位
男子100ｍバタフライ 4位

大学院2年 富田　宇宙

男子50m自由形 2位
男子100m自由形 1位
男子400m自由形 4位
男子100mバタフライ 7位
男子200m個人メドレー 2位
混合4×100m自由形リレー 1位

成績一覧（敬称略）

競　技 学　年 氏　名 成　績
卓球 大学院2年 宿野部　拓海 男子団体 3位

車いすバスケットボール 学部2年 鳥海　連志 男子 2位

出場者リスト（敬称略）

競　技 区　分 所属区分 氏　名

陸上競技

コーチ スポーツ専門職 水野　洋子
選手 大学院2年 重本　沙絵
選手 学部2年 鈴木　雄大
選手 学部2年 兎澤　朋美

バドミントン 選手 学部2年 今井　大湧
柔道 コーチ 教員 樋口　毅史

水泳

コーチ 非常勤講師 杉沼　春美
選手 学部2年 池　愛里
選手 学部1年 窪田　幸太
選手 大学院2年 富田　宇宙

卓球 選手 大学院2年 宿野部　拓海
車いすバスケットボール 選手 学部2年 鳥海　連志

自転車競技
競技パートナー

卒業生 倉林　巧和
（パイロット）

n e w s ＆ t o p i c s


